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「税務システム等標準化検討会軽自動車税ワーキングチーム（WT）」 

第２回議事概要 

 

日 時：令和２年８月６日（木）９：００～１２：００ 

場 所：WEB 開催 

出席者（敬称略）： 

（構成員） 

横山 隆志 浜松市財務部 市民税課 副主幹 

峯松 拓吾 神戸市行財政局 税務部 法人税務課 軽自動車税担当 係長 

大塚 樹里子 前橋市財務部 市民税課 主任 

小林 珠子 三鷹市市民部 市民税課 税務管理係 主任 

小林 佑輔 三条市総務部 税務課 係長 

市川 和夫 富士市総務部 情報政策課 主幹 

山本 修平 豊橋市財務部 資産税課 主事 

溝渕 陽子 南国市税務課 係長 

本山 政志 埼玉県町村会情報システム共同化推進室 室長 

三上 貞昭 地方税共同機構システム部 運営管理グループ 課長 

吉本 明平 一般財団法人 全国地域情報化推進協会（APPLIC）企画部 担当部長 

 

欠席：田平 江里 飯田市総務部 総務部 税務課 諸税係 主査 

三木 浩平 内閣官房情報通信技術総合戦略室 政府 CIO 補佐官 

 

（総務省） 

間宮 将大 総務省自治税務局 都道府県税課 自動車税制企画室 課長補佐 

前川 雄一郎 総務省自治税務局 都道府県税課 自動車税制企画室 法制係 係長 

宇良 颯  総務省自治税務局 都道府県税課 自動車税制企画室 法制係 事務官 

小山 里沙 総務省自治税務局 企画課 電子化推進室 課長補佐 

 

【議事次第】 

１． 軽自動車税 WT_各回検討範囲における変更点のご説明 

２． 標準仕様書たたき台（機能）の検討（機能要件 1.2.異動情報登録処理から 3.4.その他更正処理まで） 

 

【意見交換（概要）】 

■1.2.14.申告データ取込について 

→軽自動車ワンストップサービスの検討にある電子申告が実現した場合は、当該機能で想定している申

告書のパンチデータの取込機能の必要性は変わってくることは想定している。その場合は、軽自動車ワ

ンストップサービス側の検討状況に合わせた標準仕様書の改訂を行ことで対応する方針である。 

■1.3.5.対象車両特定処理_台帳情報と検査情報のデータ保存年限の差異について 

○ J-LIS の保存年限（返納／抹消された状態から 7年間経過したデータは削除）と当市のデータの保存年
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限（返納/廃車されても永年保存）に差異があり、アンマッチ分の車両（7年以上前に廃車された車

両）がかなり抽出される。現状では、廃車後７年経過の車両を手作業で確認する運用をしているため、

除外するキーがあれば良いと考えている。 

→廃車後７年経過した車両を除外する機能を追加する方向で検討したい。 

■2.1.4.一括納期限設定について 

○ 納期限１０日前までに納付書の送達ができなかった人などの納期限を随期に設定する際も、容易に設定

できることが望ましい。こちらは返戻時を想定しているため、5.2.での検討で問題ない。 

○ 随時で遡及課税した際の、納期限設定ができることが必要である。当初賦課決定時に一括設定している

ため、個別に設定する運用はしていない。 

→条例に基づく納期限を一括で設定する機能として定義を行う。 

■3.1.1.更正申告情報管理_職権更正時の運用について 

○ 農耕用車両で申告内容が誤っていることが確認された場合は職権更正を行うケースがある。 

○ 職権で減免などの区分を外すケースはある。 

→職権による更正も念頭にこの後の検討を進める。 

 

以上 


